
 

 
 

４４．．今今後後のの課課題題とと展展望望  

 この度助成していただいたことで、子どもたちや職員が安心して過ごせる場所の環境が

整い、より多くの笑顔が増えました。 

 しかし、環境さえ整えばよいということではなく、保育者の工夫しだいで、日々の活動

がより充実したものになります。常にどうすれば子どもたちの活動がより豊かなまなびの

場になりえるのかを探求し、さらにより多くの経験ができる取り組みを行っていくことが

必要不可欠です。保育室では制限されるようなダイナミックな遊びや、食育を兼ねた行事

食をウッドデッキで食べたりなど、四季折々の様々な遊びや体験を、現状に満足すること

なく、子どもたちに提供し続けていく努力と工夫をしていきたいと思います。 

 

 

以上 

 

 
 

保保育育計計画画成成果果報報告告書書  

法人名等 Emile.Kスクール 

施設名 Emile International School 九品寺園 

（現在は Emile International School 九品寺） 

報告者（役職） 菅家 美千代（施設長） 

住所・連絡先 

熊本市中央区九品寺 1丁目 1-3 

☎ 096-371-0888 

E-mail info@emil-k.jp 

 

○タイトル（保育計画） 

行事や日々の保育活動に自ら意欲的に参加できるような環境設定 

 

○主な助成備品 

国際理解紙芝居 紙芝居フレーム パネルシアターグッズ 積木クッション パペット 

平均台セット Big絵本 カーペット 

 

 

１１．．保保育育計計画画策策定定のの目目的的  

・英語の教材を通して行事への興味、関心を深める 

・低月齢から体のバランスや運動能力を養う 

・保育室内の環境設定の整備 

 

 

２２．．具具体体的的なな実実施施内内容容  

【国際理解紙芝居・紙芝居フレーム】 
季節の行事を迎える前に、その行事に込められた意味や関連する単語に触れている。 

また、大きくなってから日本の行事を英語で説明する際に、この内容を思い出せるよう

に繰り返し子どもたちと楽しんでいる。 

  

  

  

 

 

 

３３．．そそのの成成果果とと評評価価  
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【パネルシアターグッズ】 
季節の行事などの導入にパネルシアターを取り入れた。 
わかりやすく、親しみやすいイラストで、イベントや行事に理解や興味を深めていた。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

【積木クッション】 
月齢によって並べる順番や間隔など、置き方を変えながら遊んだ。 
柔らかさを活用して、月齢の低い園児も楽しめるように、定期的に保育室に並べ、遊びに慣

れるようにした。 
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【パネルシアターグッズ】 
季節の行事などの導入にパネルシアターを取り入れた。 
わかりやすく、親しみやすいイラストで、イベントや行事に理解や興味を深めていた。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

【積木クッション】 
月齢によって並べる順番や間隔など、置き方を変えながら遊んだ。 
柔らかさを活用して、月齢の低い園児も楽しめるように、定期的に保育室に並べ、遊びに慣

れるようにした。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【パペット】 
サークルタイム（お集まり）で活用。 
定期的にパペットを登場させ、みんなのお友達として活躍している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平均台セット】 
バランス感覚を養うため、また、雨天時の室内活動をより楽しめるように保育に取り入れて

いる。大きさや高さが異なる物の上を歩いたり乗ったりすることで、自らバランスを取ろう

とするように促した。 
 
  

  

  

  

  

  

  

  

  

【Big 絵本】 
サークルタイムや、保育中の待ち時間など、保育のあらゆる場面で活用している。 

大きいイラストで、園児全員への読み聞かせに適しており、子どもたちは絵本の中の色や

形を楽しんでいる。 
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【カーペット】 
保育室内の空間をわけるために、2 種類のカーペットを使用している。 
玩具や活動の空間をわけるために、部屋のコーナーにカーペットを設置。その上で絵本を読

んだり、コーナー遊びを楽しんだりする姿がよく見られるようになってきた。また、カーペ

ットの絵や数字を使い、形や色、物を探すゲームなどに活用している。 
 

      

  

  

３３．．そそのの結結果果とと評評価価  

 全ての日本の行事を英語で行う当施設では、そのイベントの意味や由来、内容などを 2

つの言語で理解する必要がある。紙芝居やパネルシアターなどのイラストなどを通して行

事に触れることで、言葉で説明するよりも遥かに内容を深く理解することができているよ

うに感じる。また、毎年同じ時期に繰り返し教材を使用することで、記憶に残り、自分の

言葉でも日本の行事等を相手に伝える力を養えるようになると期待している。 

また、平均台や積木クッションを使って遊ぶことで、最初は保育士の手助けが必要だっ

た子も、何度か繰り返すと自分だけで挑戦しようとする意欲が養われているようであっ

た。体幹や運動能力だけでなく、子どもたちの自信や達成感にもいい影響を与えている。 

当施設で取り入れているコーナー保育においては、カーペットを導入したことで、子ども

たちが自ら空間を把握し、“この場所では〇〇をする”といったことを理解している姿も

見られるようになった。保育の流れがよりスムーズになり、保育者にとっても子どもたち

への指導や見守りがしやすい環境となった。 
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４４．．今今後後のの課課題題とと展展望望  

  全ての備品が低月齢から楽しめる物であるため、１、２歳児はもちろん、発達の差が大

きい 0歳児の活動への取り入れ方を今後より工夫し、子どもたちの日々の成長への刺激と

なるように、職員間でも意見を出し合って上記の備品を活用していきたい。 

特に、紙芝居やパネルシアターは毎年繰り返し行事に取り入れ、一年ごとの子どもたち

の記憶や理解を検証していきたい。 

 

以上 
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